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初
め
て
の
土
地
で
農
業
に
取

り
組
む
相
馬
さ
ん
や
殿
山
さ
ん

と
お
話
す
る
と
、
か
つ
て
の
記

憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

40
数
年
前
の
こ
と
、
い
ざ
就

職
と
な
っ
た
私
は
、
和
歌
山
の

み
か
ん
農
家
で
働
く
こ
と
を
決

意
。
単
身
、
住
み
込
み
で
の
農

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
の

時
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
人
生

の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
受
け
入
れ
農
家
を
引
き

受
け
た
の
も
、
お
世
話
に
な
っ

た
み
か
ん
農
家
さ
ん
に
近
づ
き

た
い
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

農
業
は
健
康
が
第
一
で
す

が
、
何
よ
り
好
き
で
な
い
と
で

続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
勤
務
時
間

が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
時
に
は
天
候
に
裏
切
ら
れ

る
こ
と
も
…
。
自
分
で
判
断

し
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
そ
こ
が
面
白
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
生
の
み
な
さ
ん
は
「
や

る
気
」を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。

よ
い
結
果
が
で
る
よ
う
、
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
農
家
さ
ん
と
は
、
生

産
者
同
士
、
今
で
も
よ
い
お
付

き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
研
修

生
の
方
々
を
始
め
、
人
と
の
縁

は
大
切
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

温
泉
津
町
特
産
物

　
　
促
進
協
議
会
と
は
？

　
温
泉
津
町
特
産
の
ア
ム
ス
メ

ロ
ン
と
西
条
柿
の
生
産
者
で
組

織
す
る
団
体
で
、
藤
田
さ
ん
は

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
温
泉
津
町
の
特
産
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
生
産

体
制
の
構
築
や
、
新
た
な
販
売

先
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

受け入れ
農家さんの
横顔
温泉津町

特産物促進協議会

メロン栽培40年
藤田文男　さん

島根の最初の印象をお聞かせください。

　島根のみなさんは温かい人が多いと思った反面、
冬の寒さには驚きでした。

何か心配したことは？

　縁もゆかりもない人を受け入れてくれるかどう
か、大変心配しました。

島根を選んだポイントは？

　サラリーマン時代、たまに島根の方とお話するこ
とがあり、よい印象を持っていました。また、ＵＩ
ターン希望を全市町にメールしたところ、大田市が
最も早く、また親切に対応していただいたのも決め
手となりました。

将来の目標は？

　農業を中心に暮らしていけるようになれば、私も
都会からＵＩターン者を受け入れていきたいと思い
ます。

ＵＩターンされる方へのメッセージをどうぞ

　人々の食卓を支える農業、自然が相手で経験が頼
りの世界です。「正しい道を選択した」と思えるよう、
今は研修を頑張っています。やればできると信じて
います。みなさんもいかがですか。

　昨年12月から研修
中の相馬さん。飛び
込みでやってきた初
めての土地で、農業
技術習得に向け頑
張っています。

相馬正人さん（47）
東京都出身

　

大
田
市
温
泉
津
町
は
、
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
や
西
条
柿

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
み
な

さ
ん
は
、
温
泉
津
町
特
産
物
促
進
協
議
会
を
組
織

し
、
長
年
に
わ
た
り
生
産
と
販
売
振
興
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等

か
ら
、
同
協
議
会
も
産
地
縮
小
の
恐
れ
が
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
何
と
か
克
服
し
よ
う
と
、
昨
年
か
ら

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
方
々
を
対
象
と
す
る
研
修
生
受
け

入
れ
を
図
り
、
産
地
の
維
持
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

メ
ロ
ン
の
栽
培
技
術
の
習
得
に
向
け
、
地
域
で
が

ん
ば
る
３
人
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農家さんによる
　ＵＩターン者の
研修受入が始まりました
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し
ま
ね
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団 

産
業
体
験
事
業

　島根県が主催する就農相談会で、今年で２
回目を迎えます。東京と大阪からバスを運行
し、現地視察を通じて島根での農業を具体的
にイメージすることができます。
日　程　８月30日㈮　22時　東京駅発

　８月31日㈯　７時　新大阪駅発
　⇒島根県立農林大学校　12時30分着
　　合同相談会（13時30分～）　
　９月１日㈰　希望市町で現地視察
　９月２日㈪　希望市町で現地視察
　⇒16時30分　農林大学校発

参加費　１万円（予定）　定員40人

詳細はお問い合わせを
島根県農業経営課　担い手育成第２グループ
　担当：青砥・三輪（☎0852－22－5394）

　相馬さん、殿山さんが取り組んでいるの
は、メロンを液肥で栽培する栽培技術の習得
です。これは、島根県農業技術センターが開
発した技術で、温泉津特産協では平成21年か
ら導入を進めています。漁業者が魚を入れる
容器（通称：トロ箱）にヤシガラなどの培地
を敷きつめ、液肥を流して栽培することか
ら、「トロ箱栽培」とも呼んでいます。

トロ箱栽培の利点
土壌由来の病気が軽減
　地面と接していないので、土壌由来の病
気の軽減を図ることができます。

作業労力の軽減
　トロ箱栽培では耕運、うね立てなどの作
業が必要ないため、作業時間が大幅に削減
されます。
　温泉津では、これを利用して従来の年２
作からメロンを年２回、冬にはレタスを収
穫する年３作を実現し、地元のほか山陽、
関西方面にも出荷しています。

神々の国しまね
　就農相談会ツアー

　

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
で

は
、
島
根
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
の
受

け
入
れ
先
で
一
定
期
間
、
農
林

漁
業
等
の
産
業
体
験
を
行
う
場

合
に
、
滞
在
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

Ｕ

タ
ー
ン

　
　
し
ま
ね
産
業
体
験
事
業

対
象　

県
外
在
住
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者

助
成
期
間

　

３
か
月
以
上
１
年
以
内

助
成
額　

体
験
者
助
成
額
12
万

円
／
月
、
実
家
に
居
住
し
産

業
体
験
を
行
う
者
6
万
円
／

月
、
親
子
連
れ
助
成　

３
万

円
／
月

対
象
業
種　

農
業
・
林
業
・
漁

業
・
伝
統
工
芸
・
介
護

お
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法

人　

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団　

松
江
事
務
局
（
☎
０
８

５
２-

28-

０
６
９
０
）

同
財
団
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.teiju.or.jp/

８月

メロンを養液栽培で生産

「
ト
ロ
箱
」
へ

メ
ロ
ン
の
定
植
作
業

島根の最初の印象をお聞かせください。

　昨年のツアー参加時に、みなさんの温かさや優しさを感
じることができました。

何か心配したことは？

　やはり冬の寒さでしょうか。でも、今年は心配していた
雪が少なくて助かりました。

島根を選んだポイントは？

　農業やメロン栽培には、以前から興味を持っており、就
農の手がかりを探して東京の「日本橋しまね館」を訪問し
たことです。１か月経たないうちに就農相談会ツアーがあ
り、早速申し込みました。

将来の目標は？

　できれば、メロンのトロ箱栽培で生計を立てて行きたい
と思います。

ＵＩターンされる方へのメッセージをどうぞ

　こちらに来てから、天気が気になる生活が始まりまし
た。肉体的なつらさにもなれつつあります。視点を変えれ
ば、地元にはいいところがたくさんあります。ＵＩター
ン、ぜひご一考を。

　昨年の就農相談会ツアー参加がきっかけとなり、平成
25年２月から研修中です。

殿山正記さん（45）殿山裕子さん（43）神奈川県出身

ＵＩターンされた方の農業体験記


